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【ポスター -1】
市町村が提供している保健福祉

サービスは、高齢者が住み慣れた地
域で安心して生活することを支える
一助として、重要な役割を果たして
います。

しかし、こうしたサービスは全国
均一の質や量を担保することは難し
いと考えられます。その理由の一つ
として、多様な地域特性による影響
があるのではないかと思われます。
そこで本研究では、市町村が任意に
実施している高齢者の保健福祉サー
ビス（以下、市町村単独事業とします）
の実施状況と地域特性との関連性を
明らかにし、地域特性を踏まえた高
齢者施策の在り方を検討することを
目的としました。

【ポスター -2】
研究対象は北海道と沖縄県の全市

町村としました。
まず、訪問面接調査によって、協

力の得られた7市町村から、高齢者の
市町村単独事業に関する情報を収集
しました。この情報を元に質問紙を作成し、市町村単独事業の詳細を尋ねました。また、
市町村の職員が考える地域特性を主観的地域特性として、地勢や人口、財政力、基幹産業、
住民気質等に関する17項目について評価をするよう尋ねました。

分析に当たっては、客観的な地域特性として、総務省が公表している社会人口学的な指
標の19項目を抽出し、これを用いました。
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【ポスター -3】
結果です。
私たちは当初、単独事業には優先順

位があるのではないかと考えていた
のですが、訪問面接調査の結果、市
町村からは、いずれの事業も同じよ
うに重要だと考えられ実施されてい
るという見解が示されました。

質問紙調査では、220の市町村に質
問紙を配布し、72件から回答を得ま
した。有効回答は71件でした。

北海道と沖縄県で実施されている
単独事業は全部で64種類あり、こち
らのグラフには北海道と沖縄県の市町村別の事業実施件数を中央値と四分位範囲で示して
います。どちらの都道府県においても、町村に比べて市で実施されている単独事業数が多
くなっておりまして、特に北海道では有意差が認められました。

【ポスター -4】
こちらは北海道の市町村における単独事業についてです。
事業実施件数の中央値は14件で、回答した全市町村の半数以上、すなわち実施率が50%

以上の事業を表に示しています。10種類の事業が挙げられました。もっとも実施率が高
かったのは「緊急通報システムの設置」で、回答の得られた市の100%が実施していました。

市と町村間で実施率が異なっていたのは、上位10事業の中では「おむつ等の介護用品の
給付」の１つのみであり、町村に比べて市での実施率が有意に高くなっていました。

【ポスター -5】
こちらは沖縄県の状況です。
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セッション 1  / ポスターセッション

全体の実施率が50%以上の事業は、こちらも10種類ありました。実施率がもっとも高
かったのは「敬老祝い金の贈呈」であり、回答の得られた市では100％が実施していました。
沖縄県ではいずれの事業についても、市と町村間の実施率に有意差は認められませんでし
た。

【ポスター -6】
次に北海道と沖縄県の市町村を事

業実施件数の中央値で2群に分けて、
事業件数の多い群と少ない群という2
群間で客観的な地域特性に差がある
かどうかについて検討しました。

北海道では事業件数の多い群は少
ない群に比べて、「65歳以上の高齢者
の人口割合」が有意に低く、「財政力
指数」が有意に高いということが示さ
れました。沖縄県では事業件数の多い
群は少ない群に比べて、「財政力指数」
が有意に高く、「住民一人当たりの地
方税額」が有意に高いということが示
されました。このことより、財政面
の豊かな市町村では、事業実施件数
が多いということが認められました。

【ポスター -7】
続いて、こうした財政面が豊かで

あるというのは都市部の特徴でもあ
りますので、北海道のみについてで
すけれども、市と町村で分けて、そ
の上で事業実施件数の多い群と少な
い群における客観的な地域特性を比
較しました。市では、事業件数の多い群は少ない群に比べて「65歳以上人口当たりの老人
ホーム数」が有意に多いということが示されました。町村では有意水準5％未満では検出さ
れた特性はないものの、10％未満で見ると「就業構造」に若干の違いがあることが示され
ました。

【ポスター -8】
同じように市と町村に分けた上で事業実施件数の多い群と少ない群の2群間比較を、主

観的な地域特性について検討しました。
北海道の市において、事業件数の多い群は少ない群に比べて「面積」が広く、「人口密度」
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が低いと考えている自治体が多いと
いう特徴が示されました。また、住民
の気質として、「地域活動」が活発で
あるという回答が有意に少なく、「行
政への態度」が依存的であるという回
答が多くなっていました。町村につ
いては有意な関連変数が特に検出さ
れなかったのですが、有意水準10％
未満で見れば、事業件数の多い群は
少ない群に比べて、「住民の見知らぬ
他者や他地域との付き合い」が開放的
と言うよりは閉鎖的な方向に回答が
片寄っていました。

【ポスター -9】
以上の結果から、高齢者の保健福

祉に関する市町村単独事業の内容・
種類については、北海道と沖縄県、
それから市と町村間で大きな違いは
認められませんでした。ただし、事
業実施件数の多い少ないということ
で見てみると、事業件数の多い自治
体では経済的な面で豊かであり、ま
たインフラ面という点でもより充実
しているという傾向が示されました。
さらに住民気質などの地域特性につ
いても何らかの関連性が示唆されま
した。

今後、高齢者に対して多様な福祉サービスを提供していくためには、財政面やインフラ
面の課題を克服する必要があり、そのためには、高齢者のニーズに対応したサービスになっ
ているかどうかを検証することが課題克服の方法の一つになるのではないかと考えられま
す。
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質疑応答

　座長：　要するに依存性が高いと、やはり行政もそれに応じる。あとはお金次第だとい
うことですか。

　新井：　そうですね。依存性が利用者数にも反映されるのかなと考えられます。

　座長：　その気質というのは何に依存するのですか。

　新井：　そこが難しいのですけれども…

　座長：　文化的なことなのか。場合によっては経済的なことにも依存しているかもしれ
ないわけですか。

　新井：　そうですね。今回は気質がどこから発生しているかというところは調べられて
いないので、今後、気質と他の地域特性との関連性などを含めて検討していきた
いと思います。ありがとうございます。
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